
被災者及び被災地への社会福祉協議会の支援について 
 
 市原市社会福祉協議会では、今般の震災を受け、被災者及び被災地の支援を行っていま

す。 
 

１ 生活資金等の貸付 

  今般の地震により被災した世帯に対する緊急小口資金の貸付けを行っています。 
 

２ 災害ボランティアに関する情報の提供  

  今般の地震に対する現在の災害ボランティアの受け入れ状況等の情報を提供していま

す。 
 

３ 被災者及び避難者の避難所運営支援 

（１）避難所運営支援 
平成 23 年 3 月 23 日より、市内の公共施設を避難所として開設することに伴い、避

難所の運営支援を行いました。 
 

（２）支援物資の提供（総提供数/日用品：４，７６３点、衣類：４５６点） 
市内避難者へ（１８世帯へ直接配布） 

日用品 ２，７８８点 トイレットペーパー、タオル、洗剤、シャンプー等 
 

衣 類   ３４９点 夏用・冬用衣料、下着、バック等 

市内避難者へ（市・災害避難者支援室を通じて配布） 

 日用品   １０６点 トイレットペーパー、タオル、洗剤、シャンプー等 

宮城県、福島県へ（ボランティアを通じて被災地へ） 

日用品 １，８６９点 ハンガー、タオル、ウェットティッシュ等 
 

衣 類   １０７点 夏用衣類、下着、子供服 

 

（３）市内避難者への支援 

    現在、被災地から市原市内に避難している方で、市原市に設置されている災害避

難者支援室から、当該世帯の情報を社協へ提供することの許可をいただいた２９世

帯、８２名（8 月 17 日現在）の方々に対し、職員が個別訪問をし、生活上の困りご

となどを伺いました。この結果、他の避難している方の情報が全く分からないとの

意見が多かったことから、ボランティアの協力を得て、交流会を開催しました。 
期 日 平成２３年１２月１１日（日） １１時～ 
場 所 市原市市民活動センター 
参加者  ４世帯 ９名   
協力者 ・交流会運営：市原会津会、若宮まんまるネットの皆さん 

・太巻きずしづくり指導：高石利子さん ・人形劇：人形劇団とんとんの皆さん



４ 県内での支援状況 

  千葉県社会福祉協議会（以下「県社協」）は、県内の被災状況を把握するために先遣隊

を県内に派遣し、県内でも特に被害に大きかった旭市に職員を派遣し、旭市社協と協力

し、旭市災害ボランティアセンターを設置しました。 
このことに伴い、「県社協と市町村社協における災害時の相互支援に関する協定」に基

づき、職員を派遣しております。 
期  間 内  容 派遣先 派遣数 

３月２４日～３月３１日 
災害ボランティアの 
コーディネート業務ほか

旭 市 職員７名 

 
５ 県外での支援活動 

（１）社協協定に基づく支援 
全社協において災害時の相互支援協定に基づく全国のブロックの幹事都道府県社

協による会議を開催し、関東ブロック（関東甲信越静）都道府県指定都市社協災害時

の相互支援に関する協定に基づき、千葉県は福島県の支援に入ることが決定され、次

のとおり派遣しております。 
① 福島県相馬市への職員派遣 

期  間 内  容 派遣先 派遣数 
４月１６日～４月２０日 職員１名 
５月２４日～５月２９日 

災害ボランティアの 
コーディネート業務ほか

福島県 
相馬市 職員１名 

 
② 福島県いわき市への職員派遣 

期  間 内  容 派遣先 派遣数 
７月２３日～７月２８日 職員１名 
７月２７日～８月 １日 職員１名 
８月１６日～８月２１日 職員１名 
８月２４日～８月２８日 

仮設住宅等への移転に伴

う生活支援のための個別

訪問及び仮設住宅等での

コミュニティの形成支援

福島県 
いわき市 

職員１名 
 
③ 岩手県陸前高田市への職員派遣 

期  間 内  容 派遣先 派遣数 
１１月１６日～１１月２１日 職員１名 
１１月２１日～１１月３０日 

災害ボランティアの 
コーディネート業務ほか 

岩手県 
陸前高田市 職員１名 

 
 
 
 
 
 



（２）市社協単独による支援 
① 福島県新地町への支援 

   本会では、社会福祉法人ききょう会の協力により、福島県新地町の支援のため、 
“一輪車２５台”を納入しました。（職員１名派遣） 

期  間 内  容 派遣先 派遣数 

５月 ６日 
  ～５月 ７日 

一輪車２５台 福島県新地町 職員１名 

 
② 宮城県石巻市への支援 

   本会では、宮城県石巻市の支援のため、救援物資の募集を行い、市民の皆様からご

提供いただいた物資について、ボランティアの協力を得て、現地災害ボランティアセ

ンターへお届けしました。 
 
  ③ 先遣隊の派遣 
   被災地への継続した支援を行うことを目的として、先遣隊を派遣し現地状況の把握

に努めました。 
期  間 内  容 派遣先 派遣数 

６月１２日 
  ～６月１４日 

一輪車、土のう袋、災害ボ

ランティア用飲料水（ｽﾎﾟｰﾂ

ﾄﾞﾘﾝｸ） 

福島市、南相馬市、

須賀川市、新地町 
職員４名 

 
④ 岩手県陸前高田市への支援 

   本会では、岩手県陸前高田市の支援のため、市老人クラブ連合会に協力を依頼し、

ゲートボール用品の提供をいただき、現地災害ボランティアセンターへお届けしまし

た。 
 
 
６ 義 援 金 等  

（１）役員、関係団体等（H23.6.17 現在） 
 本会では、役員、評議員及び民生委員などの関係者に呼び掛け義援金を募り、日本

赤十字社へ送金いたします。 
区分 金額 

役員、評議員 １４６，２００円

支部関係 ２９２，９８５円

民生委員関係 ６１７，２００円

ボランティア関係 ７９，４００円

団体関係 ２２４，７６７円



計 １，３６０，５５２円

 
（２）職員関係 

① 義 援 金  １３８，５００円 
  使途内訳  宮城県石巻市への支援物資 ７０，８４０円 
        日本赤十字社への送金   ６７，６６０円 
② 職員の会（職員互助組織） 
  今年度においては、震災により職員歓送迎会を中止としたため、歓送迎会に係る

費用（予算１５万円）を被災地への支援物資を購入し、宮城県石巻市へ届けました。 


